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日本レコードマネジメントグループ（ＮＲＭＧ）

は、原子力分野で課題となっている安全性向上やＤ

Ｘの推進、業務効率化などに対応するため、文書情

報管理の高度化を進めるとともに、それを支える人

材の育成にも取り組んでいる。

年、ＥＲＭや電力各社の情報管理関係グルー

プ会社などが共同し、日本エナジーレコードマネジ

メント人材育成会（ＪＥＲＭＡ、会長�池田彰・関

西レコードマネジメント社長）を設立。原子力設備

･機器の保守･運転・安全管理や原子力安全に関わる

法令･基準などの知識と､情報管理システムとその運

用の知識を併せ持った原子力情報管理者というスペ

シャリストの育成を図っている。

具体的には、同育成会での研修テキストの作成・

出版と学習成果を評価する資格認定制度の実施など

を進めている。年から開始された資格制度では、

一般社団法人の日本記録情報管理振興協会が試験の

成績に応じ、初級、中級、上級３種類の「原子力情

報管理者｣資格を認定。年１月現在、初級247人、

中級227人、上級人が認定を受けている。育成会

では資格取得の推進に向け､テキスト内容の充実や､

ｅラーニングの普及、ウェブセミナーの開催などを

計画している。

ＮＲＭＧは｢ＩＲＭＳなどの当社システムを､より

有効に活用できる情報管理スペシャリストの育成

は、業務品質向上に向けた重要な顧客サービスの一

環という位置づけも担っている」と話している。

１
９
７
６
年
、
文
書
・
資

料
・
図
面
・
デ
ー
タ
な
ど
企

業
活
動
に
か
か
わ
る
様
々
な

記
録
情
報
管
理
（
レ
コ
ー
ド

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
シ
ス
テ

ム
構
築
か
ら
導
入
ま
で
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
業
務
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
専
門
会
社
と

し
て
、
山
下
貞
麿
氏
（
現
Ｎ

Ｒ
Ｍ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会

長
）
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
日

本
レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｎ
Ｒ
Ｍ
）
。
膨
大
な
文

書
、
図
面
の
管
理
が
求
め
ら

れ
る
原
子
力
発
電
所
で
、
記

録
情
報
管
理
業
務
の
委
託
業

務
に
長
年
携
わ
っ
て
お
り
、

２
０
０
７
年
に
は
原
子
力
を

中
心
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
の
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の

開
発
、
運
用
業
務
に
特
化
し

た
グ
ル
ー
プ
会
社
、
エ
ナ
ジ

ー
レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
）
を
立
ち
上
げ

た
。

年
、
グ
ル
ー
プ
の
経
営

戦
略
機
能
や
一
元
的
な
事
業

管
理
を
担
う
、
Ｒ
Ｍ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
金
山
克
己
社

長
）
を
設
立
（

年
に
Ｎ
Ｒ

Ｍ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
社

名
変
更
）
。

年
の
設
立
時


人
だ
っ
た
社
員
数
は
現

在
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
約
１

千
人
と
な
っ
て
い
る
。

レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
記
録
情
報
管
理
）
の
専
門

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
グ
ル
ー
プ

と
し
て
電
力
、
原
子
力
に
と

ど
ま
ら
ず
、
石
油
・
鉄
鋼
、

化
学
・
薬
品
な
ど
の
民
間
企

業
や
官
公
庁
、
大
学
な
ど
幅

広
い
分
野
で
４
６
０
以
上
の

導
入
実
績
を
積
み
重
ね
て
い

る
。近

年
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど
急

速
な
技
術
革
新
に
よ
る
経
営

環
境
の
変
化
が
続
く
中
、
従

来
の
紙
主
体
の
情
報
管
理
で

は
な
く
、
電
子
文
書
が
主
役

と
な
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
へ
の

移
行
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い

る
。
Ｎ
Ｒ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
は


年
以
上
の
歴
史
の
中
で
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と

に
、
専
門
知
識
を
有
す
る
ス

タ
ッ
フ
が
顧
客
に
最
適
な
文

書
・
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
。

グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
り
、
情

報
漏
え
い
や
法
令
違
反
な
ど

電
子
化
に
伴
う
リ
ス
ク
に
備

え
つ
つ
、顧
客
の
持
つ
情
報
、

デ
ー
タ
を
「
企
業
の
強
み
」

と
し
て
活
用
で
き
る
効
果
的

な
情
報
管
理
体
制
構
築
に
邁

進
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
は
、
Ｄ
Ｘ
時
代
に

合
っ
た
業
務
運
用
に
向
け
、
文

書
管
理
を
根
本
的
に
変
え
て
も

ら
う
た
め
の
ツ
ー
ル
だ
と
捉
え

て
い
る
。Ａ
Ｉ
検
索
や
Ｏ
Ｃ
Ｒ
、

サ
ー
バ
ー
内
検
索
な
ど
の
多
彩

な
機
能
を
追
加
す
る
こ
と
で
、

文
書
管
理
に
必
要
な
多
く
の
業

務
を
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
だ
け
で
完
結
す

る
こ
と
が
可
能
だ
。
今
後
は
、

タ
イ
ト
ル
や
作
成
日
と
い
っ
た

基
本
事
項
に
加
え
、
保
存
年
限

や
閲
覧
制
限
な
ど
の
管
理
項
目

を
自
動
登
録
す
る
機
能
を
付
加

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
音
声

に
よ
る
登
録
・
検
索
や
モ
バ
イ

ル
対
応
な
ど
の
機
能
付
加
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
で
の
対
策
な

ど
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。
Ｉ

Ｒ
Ｍ
Ｓ
の
中
核
と
な
る
シ
ス
テ

ム
は
、
開
発
（
２
０
１
９
年
）

か
ら
今
日
ま
で
、
既
に

社
の

お
客
さ
ま
に
導
入
し
て
頂
い
て

い
る
。

（
談
）

荒谷 浩之氏

ＥＲＭ執行役員・システム開発本部長

文
書
管
理
に
Ｄ
Ｘ
技
術
採
用

一
般
的
に
Ａ
Ｉ
と
い
う
と
、

大
量
の
デ
ー
タ
の
学
習
が
必
要

に
な
る
イ
メ
ー
ジ
だ
と
思
う
。

特
に
原
子
力
Ａ
Ｉ
の
開
発
に

は
、
専
門
用
語
の
学
習
に
お
よ

そ
２
年
か
か
っ
た
。
今
回
は
専

門
用
語
辞
書
を
ベ
テ
ラ
ン
社
員

が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
原

子
力
の
よ
う
な
専
門
分
野
で
も

精
度
の
高
い
補
正
を
実
現
し
た

の
が
特
徴
だ
。
Ａ
Ｉ
開
発
は
、

そ
れ
ま
で
経
験
の
な
い
分
野
だ

っ
た
が
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を
利

用
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け

た
。
経
営
ト
ッ
プ
の
力
強
い
サ

ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
、
今
日
の
成

果
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。

（
談
）

尾﨑 修平氏

ＥＲＭシステム開発部長

ベ
テ
ラ
ン
の
専
門
性
生
か
す

北
海
道
レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
の
協
力
が
、
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ｓ

の
品
質
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と

思
う
。
開
発
側
で
理
想
を
追
求

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
場
で

実
際
使
っ
て
も
ら
い
、
違
っ
た

観
点
か
ら
色
々
な
意
見
を
頂

き
、
反
映
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、

他
の
顧
客
企
業
で
も
使
い
や
す

い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。
開
発
段
階
で
、

原
子
力
の
プ
ロ
の
人
た
ち
に
見

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
当
社

の
特
徴
が
生
か
さ
れ
た
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
た
と
思
う
。
（
談
）

米田 和氏

ＥＲＭシステム開発部

マネージャー

現
場
の
視
点
を
シ
ス
テ
ム
に

日
本
レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
Ｎ
Ｒ
Ｍ
）
が
開
発
し

た
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
「
Ｒ

Ｍ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
１
９
９

０
年
代
か
ら
電
力
、
原
子
力

を
中
心
に
、
多
く
の
顧
客
の

文
書
情
報
管
理
業
務
に
活
用

さ
れ
て
き
た
。

現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
技
術

革
新
や
Ｄ
Ｘ
の
流
れ
を
踏
ま

え
た
、
顧
客
要
求
の
高
度
化

に
応
え
る
た
め
Ｎ
Ｒ
Ｍ
グ
ル

ー
プ
の
エ
ナ
ジ
ー
レ
コ
ー
ド

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
）

が
開
発
を
進
め
て
い
る
の
が

「
統
合
文
書
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
（
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
）
」
だ
。

同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
紙
と
電

子
文
書
な
ど
様
々
な
形
で
保

管
さ
れ
て
い
る
文
書
・
記
録

を
統
合
的
に
管
理
す
る
と
と

も
に
、
分
類
・
作
成
者
な
ど

の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
加
え

て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
や
Ａ
Ｉ
の

サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
全
文
検
索

な
ど
、
情
報
を
効
果
的
に
管

理
活
用
す
る
様
々
な
オ
プ
シ

ョ
ン
機
能
を
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
追
加
す
る
こ
と
が

可
能
だ
。

◆
膨
大
な
紙
資
料

開
発
の
契
機
と
な
っ
た
の

は
、
Ｎ
Ｒ
Ｍ
が
出
資
参
画
す

る
、
北
海
道
電
力
グ
ル
ー
プ

の
北
海
道
レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
札
幌
市
、
新
谷
秀

樹
社
長
）
か
ら
の
依
頼
だ
っ

た
。
同
社
は
泊
発
電
所
の
設

備
の
仕
様
書
、
運
転
手
順
書

な
ど
設
備
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ

る
文
書
を
基
本
的
に
紙
の
形

で
管
理
し
て
お
り
、
そ
の
物

量
は
約

万
冊
に
上
る
。
泊

発
電
所
の
新
規
制
基
準
適
合

性
審
査
な
ど
へ
の
対
応
に
あ

た
り
、
過
去
の
記
録
な
ど
を

参
照
す
る
際
、
キ
ー
ワ
ー
ド

を
入
力
し
て
文
書
を
検
索
す

る
シ
ス
テ
ム
は
あ
っ
た
が
、

文
書
タ
イ
ト
ル
や
目
次
の
み

の
検
索
に
と
ど
ま
り
、
全
ペ

ー
ジ
に
わ
た
り
内
容
を
詳
し

く
見
る
に
は
本
社
や
泊
発
電

所
内
の
文
書
管
理
室
や
書
庫

に
出
向
い
て
紙
フ
ァ
イ
ル
の

ペ
ー
ジ
め
く
り
が
必
要
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
手
間
を
な
く

し
、
文
書
管
理
を
効
率
化
す

る
た
め
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
は
北
海
道

レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

協
力
し
、
紙
文
書
を
ス
キ
ャ

ン
し
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
に

正
し
く
変
換
す
る
Ｏ
Ｃ
Ｒ
シ

ス
テ
ム
を
開
発
。
さ
ら
に
そ

の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
、
Ａ

Ｉ
を
組
み
込
ん
だ
全
文
検
索

が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
開

発
。
同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
た

と
え
ば
原
子
力
規
制
庁
の
安

全
審
査
資
料
、
約

万
フ
ァ

イ
ル
、
１
８
０
０
万
㌻
（
月

ご
と
に
追
加
）
を
「
破
砕
帯
」

や
「
地
震
動
」
な
ど
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
全
文
検
索
し
、
Ａ

Ｉ
に
よ
っ
て
関
連
性
が
深
い

単
語
候
補
を
表
示
し
た
り
、

よ
り
深
く
議
論
さ
れ
て
い
る

順
番
に
検
索
結
果
を
示
す
こ

と
で
、
必
要
な
情
報
に
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
素
早
く
た
ど
り

着
く
こ
と
が
で
き
る
。

Ｏ
Ｃ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
開
発
で

は
、
原
子
力
の
情
報
管
理
業

務
の
蓄
積
が
生
か
さ
れ
た
。

ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
時
の
誤
変
換

自
動
修
正
に
は
、
Ａ
Ｉ
に
原

子
力
用
語
を
学
習
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
、
専
門
用
語
の
多

い
原
子
力
業
務
に
市
販
の
Ａ

Ｉ
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
適

用
し
て
も
、
な
か
な
か
う
ま

く
機
能
し
な
か
っ
た
と
い

う
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
で
は
、
略
語
や

外
来
語
な
ど
も
含
め
た
原
子

力
の
「
専
門
用
語
辞
書
」
を

専
任
ス
タ
ッ
フ
が
編
集
。
完

成
後
に
は
、
原
子
力
発
電
所

で
実
際
に
情
報
管
理
業
務
に

あ
た
っ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
社

員
が
チ
ェ
ッ
ク
を
重
ね
る
こ

と
で
、
Ａ
Ｉ
精
度
の
向
上
を

果
た
し
た
。

◆
Ｎ
Ｒ
Ｍ
の
強
み

Ｎ
Ｒ
Ｍ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
山
下
会
長
は
「
原
子
力

で
は
、
検
索
結
果
が
１
つ
で

も
漏
れ
た
り
、
誤
変
換
が
あ

る
だ
け
で
、
大
き
な
問
題
に

つ
な
が
り
か
ね
ず
、
高
い
精

度
が
要
求
さ
れ
る
。
原
子
力

の
情
報
管
理
に
精
通
し
て
い

る
当
社
の
強
み
が
生
か
さ
れ

た
」
と
語
る
。

２
０
２
０
年
以
降
、
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
に
誤
変
換
自

動
補
正
機
能
付
き
Ｏ
Ｃ
Ｒ
や

全
文
検
索
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
検

索
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
組
み
込

み
、
紙
と
電
子
文
書
（
ス
キ

ャ
ニ
ン
グ
文
書
、
テ
キ
ス
ト

文
書
）
な
ど
の
一
括
管
理
、

検
索
利
用
が
可
能
な
シ
ス
テ

ム
と
し
て
顧
客
へ
の
導
入
提

案
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は

さ
ら
に
、
Ｃ
Ｍ
（
コ
ン
フ
ィ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
や
、
原
子
力
規
制
の
新

検
査
制
度
で
導
入
さ
れ
た
検

査
官
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
な
ど

に
も
対
応
し
、
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
の

機
能
拡
大
を
図
る
方
針
。
原

子
力
で
の
運
用
事
例
を
生
か

し
、
製
造
業
や
建
設
業
な
ど

顧
客
業
種
に
応
じ
た
Ａ
Ｉ
専

門
用
語
辞
書
作
成
と
い
っ

た
、
他
分
野
へ
の
展
開
も
進

め
る
。

Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
開
発
に
つ
い

て
、
山
下
会
長
は
「
わ
れ
わ

れ
（
Ｎ
Ｒ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
）
は

お
客
さ
ま
の
中
に
深
く
入
り

込
ん
で
業
務
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
実
際
に
使

う
人
の
声
を
確
認
し
な
が

ら
、
本
当
に
役
立
つ
シ
ス
テ

ム
を
お
客
さ
ま
と
一
緒
に
開

発
し
て
い
く
姿
勢
で
臨
ん
で

い
き
た
い
」
と
語
る
。

原子力発電を中心とした電力分野の情報管理業務で長年、実績を積み重

ね､安全､安定運転に貢献してきた日本レコードマネジメントグループ(Ｎ

ＲＭＧ）のエナジーレコードマネジメント（ＥＲＭ、東京都千代田区、仲

田英明社長）。現在は建設から運転・保守を経て廃炉に至る原子力発電所

100年の膨大な記録を電子で蓄積、活用する「統合文書情報管理システム

（ＩＲＭＳ）」の開発・導入を推進している。デジタルトランスフォーメ

ーション（ＤＸ）にも対応した新たな情報管理体制構築へ、顧客に寄り添

ったシステム開発を進めるＥＲＭの取り組みを紹介する。
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ＡＩ活用し高精度検索

ＤＸ推進 原子力情報管理のスペシャリスト育成へ原子力情報管理のスペシャリスト育成へ

年創設のＮＲＭ

グ
ル
ー
プ
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人
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客
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北 海 道 レ コ ー ド
マネジメントと協力


